
明治安田では、埼玉県との協働事業（※）として、フードドライブの活動を推進しております。
「専用BOXの設置・食品の回収・施設への運搬」を当社がお手伝いすることで、

本活動にご負担なくお取組みいただけます。
埼玉県の課題解決に向け、ご賛同をご検討いただけますでしょうか。

※明治安田と埼玉県は2018年より包括連携協定を締結しております

×

ご家庭で余っている食品を集めて、フードバンクやこども食堂、
フードパントリーなどに寄付する活動です！

実施方法など詳細は裏面へ

埼玉県の課題

フードドライブとは？

埼玉県協働事業

寄付いただきたい食品
・賞味期限が設定されている場合2カ月以上余裕があるもの
・未開封で常温保存ができる食品

お受けできない食品
・肉、魚、冷蔵・冷凍食品など常温保存ができないもの
・野菜、果物など傷みやすいもの、アルコール類

アルコール類

冷凍・冷蔵品肉・魚・野菜・果物お菓子・清涼飲料

インスタント麺・乾麺
乾物（ふりかけ・海苔）

お米・パックご飯レトルト食品・調味料
缶・瓶詰め

県内の
食品ロスの量

年間約25.5万 t

県民１人あたり年間約３４.７kg
（１人あたり毎日おにぎり１個分）※2

食品ロスとは、まだ食べられるにもかかわらず、
捨てられてしまう食品のことをさします

11世帯に1世帯が生活困難層 ※1

生活困難層とは、一定の所得水準に加え、
過去1年の間に電気やガスなどのライフラインが
止まった経験があるなどの世帯をさします

県内の
子育て世帯の

生活困難層の割合

引用：※1 埼玉県HP 『子どもの生活に関する調査結果の概要(平成30年度実施)』
※2 埼玉県HP 『食品ロス削減へ「もったいない」を意識しよう』

フードドライブ活動のご案内フードドライブ活動のご案内

9.3 %

約3,000企業・団体から
ご賛同いただいております！
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